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触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー



第
一
章

研
究
セ
ン
タ
ー
の
概
要

当
セ
ン
タ
ー
は
日
本
に
お
け
る
触
媒
化
学
研
究
の
中
心
機
関
と
し
て
、
一
〇
年
の
時
限
の
も
と
に
一
九
八
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
そ

の
目
的
は
「
全
国
共
同
利
用
施
設
と
し
て
、
触
媒
化
学
に
関
す
る
研
究
を
行
い
、
併
せ
て
国
立
大
学
の
教
員
等
で
触
媒
化
学
分
野
の
研

究
に
従
事
す
る
も
の
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
母
胎
は
一
九
四
三
年
一
月
に
設
立
さ
れ
北
大
で
四
六
年
間
活
動
し
た
触

媒
研
究
所
に
あ
り
、
そ
の
創
設
か
ら
で
は
五
七
年
に
わ
た
る
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
旧
触
媒
研
究
所
は
反
応
論
の
泰
斗
で
あ
る
堀
内
壽

郎
教
授
の
業
績
を
礎
に
し
て
発
足
し
、
そ
の
反
応
論
の
発
展
と
共
に
歩
ん
だ
。

新
設
の
セ
ン
タ
ー
は
全
国
共
同
利
用
施
設
と
し
て
運
営
・
人
事
な
ど
が
広
く
外
部
に
開
か
れ
た
。
表
面
科
学
系
、
機
能
性
界
面
系
、

有
機
錯
体
系
の
分
野
に
六
部
門
を
配
し
て
め
ざ
ま
し
い
業
績
を
あ
げ
、
一
九
九
五
年
に
制
度
が
始
ま
っ
た
中
核
的
研
究
機
関
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
対
象
機
関
に
指
定
さ
れ
、
一
層
の
国
際
交
流
・
研
究
活
動
の
推
進
が
は
か
ら
れ
、
世
界
的
に
も
有
数
の
触
媒
化
学
の
研
究
中

心
と
な
っ
た
。
一
九
九
八
年
に
時
限
を
一
年
残
し
て
改
組
さ
れ
た
。
新
研
究
セ
ン
タ
ー
（
一
〇
年
時
限
）
は
三
つ
の
大
部
門
（
触
媒
表

面
化
学
、
触
媒
機
能
設
計
、
分
子
触
媒
化
学
）
の
も
と
に
九
つ
の
研
究
分
野
と
、
客
員
研
究
部
門
の
二
研
究
分
野
が
活
動
し
て
い
る
。

第
二
章

触
媒
化
学
の
流
れ

触
媒
の
発
見
は
一
九
世
紀
で
あ
る
が
、「
自
身
は
変
化
せ
ず
反
応
を
促
進
す
る
物
質
」
の
概
念
が
定
式
化
す
る
の
は
一
九
〇
〇
年
の
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オ
ス
ト
ワ
ル
ト
の
提
案
か
ら
で
あ
る
。
一
九
一
〇
年
代
の
重
化
学
工
業
で
は
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
触
媒
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
た
。
以
来
触
媒
の
開
発
は
化
学
工
業
の
最
重
要
課
題
と
な
り
、
現
在
で
は
ほ
と
ん
ど
の
化
学
製
品
は
触
媒
を
用
い
た
合
成

過
程
を
経
て
い
る
。
現
在
で
は
環
境
に
協
和
で
き
る
触
媒
プ
ロ
セ
ス
の
開
発
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

触
媒
化
学
も
大
き
く
変
化
し
た
。
触
媒
表
面
の
分
析
が
一
九
六
〇
年
代
以
降
の
表
面
科
学
の
進
展
で
一
変
し
た
。
高
性
能
電
子
顕
微

鏡
や
走
査
ト
ン
ネ
ル
顕
微
鏡
の
開
発
で
触
媒
表
面
の
構
造
解
析
は
原
子
レ
ベ
ル
に
ま
で
進
展
し
、
触
媒
を
探
す
時
代
か
ら
特
定
機
能
を

持
つ
触
媒
表
面
を
原
子
の
大
き
さ
で
設
計
す
る
時
代
に
な
っ
た
。
触
媒
物
質
も
金
属
中
心
か
ら
、
酸
化
物
、
金
属
塩
、
複
合
酸
化
物（
ゼ

オ
ラ
イ
ト
等
）、
有
機
金
属
化
合
物
と
広
が
っ
た
。
分
子
構
造
の
明
ら
か
な
錯
体
触
媒
と
今
ま
で
主
流
で
あ
っ
た
不
均
一
系
触
媒
の
研

究
が
分
子
の
科
学
を
共
有
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
触
媒
化
学
は
多
く
の
分
野
と
重
な
り
合
い
化
学
の
十
字
路
と
な
っ
た
。

第
三
章

触
媒
研
究
所

第
一
節

設
置
・
構
成
・
研
究
内
容

旧
触
媒
研
究
所
の
設
置
趣
意
書
に
は
国
策
遂
行
に
必
要
な
重
化
学
工
業
の
た
め
に
触
媒
化
学
を
集
中
研
究
で
き
る
機
関
の
必
要
性
が

切
々
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
研
究
所
が
北
大
に
置
か
れ
た
の
は
こ
の
基
礎
科
学
を
担
え
る
研
究
集
団
が
当
時
の
北
大
理
学
部
化
学
科

に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
趣
意
書
に
あ
る
研
究
内
容
は
堀
内
壽
郎
教
授
が
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
大
学
で
行
っ
た
研
究
に
源
が
あ

る
。
発
見
さ
れ
た
ば
か
り
の
重
水
素
原
子
を
追
跡
指
標
と
す
る
反
応
機
構
の
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
。
そ
の
研
究
方
針
が
研
究
所
の
部
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門
構
成
に
反
映
さ
れ
研
究
所
廃
止
ま
で
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
理
論
化
学
、
触
媒
構
造
学
、
物
理
化
学
、
電
気
化
学
、
生
体
触

媒
（
後
有
機
化
学
）、
酸
塩
基
触
媒
の
六
部
門
で
あ
る
。
理
論
化
学
で
は
化
学
量
数
・
吸
着
の
統
計
力
学
・
速
度
論
で
成
果
を
生
ん
だ
。

表
面
原
子
の
配
列
と
触
媒
作
用
の
関
係
、
水
素
分
子
の
同
位
体
、
パ
ラ
・
オ
ル
ト
体
の
分
離
、
表
面
原
子
配
列
の
直
接
観
測
、
触
媒
反

応
で
あ
る
水
素
電
極
、
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
、
エ
チ
レ
ン
の
水
素
添
加
等
の
反
応
機
構
が
研
究
さ
れ
た
。

第
二
節

触
媒
研
究
所
と
共
に

旧
触
媒
研
究
所
は
物
理
化
学
の
研
究
と
人
材
養
成
に
足
跡
を
残
し
、
日
本
の
触
媒
研
究
に
も
重
要
な
功
績
を
残
し
た
。
触
媒
誌
の
発

行
と
触
媒
学
会
の
創
設
で
あ
る
。
研
究
所
は
終
戦
と
ほ
ぼ
同
時
に
『
触
媒
』
誌
を
発
刊
し
、
触
媒
懇
談
会
を
経
て
触
媒
学
会
の
学
会
誌

『
触
媒
』
に
引
き
継
が
れ
た
。
研
究
所
が
立
ち
上
げ
た
「
触
媒
討
論
会
」
は
「
触
媒
懇
談
会
」
を
発
足
さ
せ
、
一
九
六
四
年
に
は
触
媒

学
会
に
改
め
ら
れ
、
現
在
で
は
会
員
約
二
五
〇
〇
名
に
も
の
ぼ
る
。
旧
研
究
所
で
は
助
手
以
上
を
構
成
員
と
す
る
所
員
会
議
が
管
理
運

営
に
あ
た
っ
た
。
技
官
の
多
く
が
熟
練
者
で
研
究
者
を
よ
く
支
え
た
。
こ
の
制
度
は
若
手
に
研
究
計
画
を
提
案
す
る
自
由
を
与
え
た
が
、

研
究
室
を
細
分
化
し
人
事
が
停
滞
し
た
一
因
と
後
に
指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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第
四
章

触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー

第
一
節

創
設

旧
触
媒
研
究
所
長
は
一
九
八
六
年
文
部
省
か
ら
研
究
所
の
改
革
を
直
接
求
め
ら
れ
た
。
学
術
審
議
会
が
全
国
の
附
置
研
究
所
を
総
点

検
し
、
そ
の
共
同
利
用
化
を
提
言
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
改
革
で
は
「
共
同
利
用
型
で
運
営
の
改
善
さ
れ
た
」

研
究
セ
ン
タ
ー
が
全
国
か
ら
精
鋭
を
集
め
て
組
織
さ
れ
、
六
部
門
の
う
ち
半
分
の
人
員
を
一
新
し
た
。
こ
の
改
革
に
北
大
内
外
か
ら
支

援
が
あ
っ
た
の
は
、
触
媒
化
学
の
重
要
性
が
広
く
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
後
の
一
三
年
を
み
る
と
、
触
媒
学
会
員
が
約
五
〇
％

増
加
、
学
会
の
発
表
件
数
が
倍
増
な
ど
、
関
連
分
野
の
躍
進
の
中
に
あ
っ
て
も
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
め
ざ
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
節

運
営
管
理
と
研
究
体
制

セ
ン
タ
ー
の
最
高
意
思
決
定
は
学
内
と
セ
ン
タ
ー
の
教
授
か
ら
な
る
協
議
委
員
会
が
行
う
。
セ
ン
タ
ー
長
は
学
内
の
教
授
か
ら
選
ば

れ
る
。
そ
の
諮
問
事
項
の
審
議
の
た
め
に
学
外
、
学
内
と
セ
ン
タ
ー
の
数
名
の
教
授
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
あ
る
。
人
事
委
員
会
は

こ
の
中
に
あ
り
全
く
の
公
募
制
を
実
施
し
て
い
る
。

研
究
部
門
と
し
て
表
面
科
学
系
（
表
面
構
造
物
性
、
表
面
分
子
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
）
、
機
能
性
界
面
系
（
触
媒
設
計
、
界
面
エ
ネ
ル
ギ
ー

変
換
―
延
與
三
知
夫
教
授
）、
有
機
錯
体
系
（
錯
体
触
媒
、
精
密
有
機
触
媒
―
林
民
生
教
授
）
の
六
つ
が
配
置
さ
れ
、
客
員
部
門
（
機

能
性
物
質
化
学
研
究
）
を
設
け
た
。
最
初
の
四
年
間
に
分
子
科
学
研
究
所
（
岡
崎
国
立
共
同
研
究
機
構
）
に
流
動
研
究
部
門
を
実
施
し
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た
。

第
三
節

新
セ
ン
タ
ー
に
改
組

一
九
九
八
年
の
改
組
で
は
外
国
人
客
員
部
門
を
含
め
て
三
分
野
相
当
が
増
設
さ
れ
た
。
以
下
は
そ
の
構
成
で
あ
る
。

触
媒
表
面
化
学
部
門

表
面
活
性
構
造
物
性
分
野

（
早
川
和
延
教
授
―
朝
倉
清
高
教
授
）

表
面
反
応
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
分
野
（
松
島
龍
夫
教
授
）

界
面
分
子
化
学
分
野

（
大
澤
雅
俊
教
授
、
叶
深
助
教
授
）

触
媒
機
能
設
計
部
門

触
媒
反
応
化
学
分
野

（
大
谷
文
章
教
授
、
鳥
本
司
助
教
授
）

触
媒
設
計
化
学
分
野

（
市
川
勝
教
授
、
福
岡
淳
助
教
授
）

機
能
材
料
設
計
分
野

（
岩
本
正
和
教
授
―
上
田
渉
教
授
﹇
予
定
﹈）

分
子
触
媒
化
学
部
門

有
機
合
成
触
媒
分
野

（
高
橋
保
教
授
、
コ
ト
ラ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
助
教
授
）

分
子
集
合
体
化
学
分
野

（
辻
康
之
教
授
）

機
能
性
錯
体
分
野

（
佐
藤
眞
理
助
教
授
、
荒
又
明
子
助
教
授
）

触
媒
機
能
評
価
部
門

触
媒
機
能
分
野
（
国
内
客
員
）

触
媒
物
性
分
野
（
外
国
人
客
員
）
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第
四
節

研
究
内
容

多
く
の
課
題
で
成
果
を
あ
げ
て
い
る
。
触
媒
金
属
か
ら
放
出
さ
れ
る
電
子
の
ス
ピ
ン
計
測
技
術
の
展
開
、
反
応
場
を
検
出
で
き
る
分

子
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
の
確
立
、
高
機
能
性
固
体
表
面
の
化
学
設
計
、
固
液
界
面
に
お
け
る
触
媒
反
応
の
原
子
・
分
子
レ
ベ
ル
解
析
、
分
子

識
別
能
を
有
す
る
新
機
能
性
材
料
の
開
発
、
窒
素
酸
化
物
除
去
触
媒
の
開
発
、
高
選
択
的
な
触
媒
不
斉
合
成
反
応
の
開
発
、
高
選
択
的

な
量
論
反
応
の
開
発
と
触
媒
反
応
へ
の
展
開
等
で
あ
る
。
改
組
後
に
加
わ
っ
た
朝
倉
・
大
谷
・
辻
の
三
教
授
は
Ｘ
線
吸
収
分
光
法
の
触

媒
へ
の
応
用
、
光
触
媒
反
応
、
錯
体
触
媒
反
応
の
世
界
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
当
該
分
野
に
最
適
の
人
材
を
全
国
か
ら
採

用
で
き
る
こ
と
が
当
セ
ン
タ
ー
の
作
り
上
げ
て
き
た
最
大
の
財
産
で
あ
る
。
客
員
部
門
は
毎
年
メ
ン
バ
ー
が
交
替
す
る
。

第
五
節

共
同
研
究
、
国
際
研
究
集
会
、
研
究
討
論
会
、
研
究
発
表
会

セ
ン
タ
ー
の
共
同
研
究
員
制
度
の
利
用
は
既
に
一
五
〇
名
を
超
え
た
。
外
国
人
研
究
者
を
招
聘
し
最
新
話
題
を
討
論
す
る
国
際
研
究

集
会
は
ほ
ぼ
毎
年
開
催
し
て
き
た
。
特
定
の
討
論
課
題
に
研
究
者
を
招
聘
す
る
研
究
討
論
会
と
、
全
分
野
（
部
門
）
の
成
果
の
研
究
発

表
会
も
毎
年
開
催
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
セ
ン
タ
ー
の
『
北
海
道
大
学
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
年
報
』
に
詳
し
く
報
告
し
て

い
る
。

第
六
節

大
学
院
教
育
と
研
修
コ
ー
ス

当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
研
究
設
備
の
充
実
や
教
官
の
補
充
の
他
に
、
大
学
院
学
生
、
学
部
学
生
、
研
究
生
の
活
躍
に
多
く
負
っ
て
い
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る
。
新
セ
ン
タ
ー
の
教
官
は
地
球
環
境
科
学
研
究
科
に
三
分
野
、
理
学
研
究
科
に
二
分
野
、
工
学
研
究
科
に
二
分
野
、
薬
学
研
究
科
に

一
分
野
が
参
画
し
て
い
る
。
大
学
院
修
了
者
は
一
三
年
間
だ
け
で
修
士
課
程
一
一
六
名
、
博
士
課
程
二
七
名
に
達
し
た
。
旧
触
媒
研
究

所
で
開
始
し
た
日
本
国
際
協
力
事
業
団
触
媒
科
学
集
団
研
修
コ
ー
ス
で
は
毎
年
若
手
研
究
者
を
開
発
途
上
国
か
ら
受
け
入
れ
六
カ
月
の

研
究
教
育
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。
す
で
に
一
四
回
を
行
い
研
修
生
は
一
六
カ
国
八
三
名
に
の
ぼ
る
。

（
執
筆

松
島
龍
夫
）
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年

表

一
九
四
三

１
・
３０

勅
令
第
五
七
号
に
よ
り
触
媒
研
究
所
設
置
（
こ
の
間
は
『
北

大
百
年
史
』
部
局
史
に
詳
し
い
）

一
九
七
九

４
・
１

田
中
虔
一
助
教
授
工
学
部
に
転
出

一
九
八
〇

３
・
３１

戸
谷
富
之
教
授
停
年

３
・
３１

横
山
隆
充
助
手
道
教
大
旭
川
に
転
出

４
・
１

東
克
彦
第
五
代
所
長

一
九
八
一

６
・
１６

浅
田
洋
助
手
（
８９
・
５
愛
媛
大
理
に
転
出
）

一
九
八
二

３
・
１

田
中
勝
巳
助
手
（
９０
・
５
東
京
電
通
大
に
転
出
）

４
・
１

町
田
憲
一
助
手
（
８８
・
１０
工
学
部
に
転
出
）

一
九
八
三

３
・
３１

東
克
彦
教
授
、
松
田
秋
八
教
授
停
年

４
・
１

中
村
孝
第
六
代
所
長
（
８８
・
３
停
年
）

１０
・
１

荒
又
明
子
助
教
授
（
０１
・
３
停
年
）

一
九
八
四

３
・
３１

宮
原
孝
四
郎
教
授
停
年

１０
・
２

松
井
敏
二
教
授
逝
去

一
九
八
五

７
・
１

市
川
勝
助
教
授
（
８６
・
５
教
授
）

一
九
八
七

１１
・
１６

渡
辺
正
夫
助
教
授
（
８８
・
３
辞
職
）

一
九
八
八

４
・
１

延
與
三
知
夫
第
七
代
所
長

４
・
１

小
寺
琢
郎
講
師
室
蘭
工
大
に
転
出

９
・
１６

舘
脇
洋
助
教
授
（
８８
・
１０
名
古
屋
市
立
大
に
転
出
）

一
九
八
九

２
・
１

國
松
敬
二
助
教
授
（
８９
・
３
辞
職
）

４
・
１

林
民
生
教
授
（
９４
・
９
京
都
大
理
に
転
出
）

４
・
１

出
村
文
理
事
務
長
（
９２
・
４
ま
で
）

５
・
２９

触
媒
研
究
所
廃
止
、
触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
設
置

５
・
２９

大
野
公
男
（
理
学
部
）
初
代
セ
ン
タ
ー
長

５
・
２９

表
面
構
造
物
性
部
門
が
分
子
科
学
研
究
所
に
部
門
流
動

５
・
２９

数
坂
昭
夫
助
教
授
、升
田
真
木
彦
助
手
獣
医
学
部
に
配
置
換
え

６
・
１２

第
一
回
協
議
委
員
会
開
催

８
・
１

松
本
米
龍
助
手
（
９４
・
９
退
職
）

８
・
１６

岩
本
正
和（
宮
崎
大
教
授
）、
射
水
雄
三（
北
見
工
大
助
教
授
）

客
員
部
門
に
併
任

９
・
１

早
川
和
延
教
授
（
９９
・
３
停
年
）

９
・
１

栃
原
浩
助
教
授
（
９６
・
４
九
大
工
に
転
出
）

９
・
１

小
澤
文
幸
助
教
授
（
９４
・
３
大
阪
市
立
大
工
に
転
出
）

１０
・
１

山
崎
忠
良
助
手
獣
医
学
部
に
配
置
換
え

１０
・
１

皆
川
秀
紀
助
手
（
９５
・
６
北
工
技
術
研
に
転
出
）
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１１
・
２４

第
一
回
研
究
発
表
会
（
〜
１１
・
２５
）（
以
後
毎
年
）

一
九
九
〇

２
・
１

八
尋
秀
典
助
手
（
９４
・
３
広
島
大
工
に
転
出
）

３
・
１

水
野
哲
孝
助
教
授
（
９４
・
１０
東
大
生
産
研
に
転
出
）

３
・
８

中
田
利
男
、
清
野
和
夫
技
官
に
日
本
化
学
会
化
学
研
究
技
術

有
効
賞

３
・
８

豊
島
勇
教
授
に
触
媒
学
会
功
績
賞

３
・
３１

豊
島
勇
教
授
停
年

４
・
１

金
岡
祐
一
（
薬
学
部
）
第
二
代
セ
ン
タ
ー
長

４
・
１

岩
本
正
和
教
授
配
置
換
え
（
００
・
３
東
工
大
資
源
研
に
転
出
）

４
・
１

水
野
清
義
助
手
（
９８
・
１１
九
州
大
工
に
転
出
）

４
・
１

魚
住
泰
宏
助
手
（
９５
・
１１
京
都
大
理
に
転
出
）

４
・
１

安
達
洋
（
室
蘭
工
大
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

第
一
、
第
二
常
置
委
員
会
発
足

４
・
５

セ
ン
タ
ー
年
報
第
一
号
発
刊
（
以
後
毎
年
）

６
・
２２

セ
ン
タ
ー
英
文
年
報
第
一
号
刊
行
（
以
後
毎
年
）

６
・
２８

第
一
回
国
際
研
究
集
会
「
表
面
化
学
の
最
前
線
」（
〜
６
・
２９
）

１０
・
１９

第
二
回
国
際
研
究
集
会
「
触
媒
化
学
の
最
前
線
」（
〜
１０
・
２０
）

一
九
九
一

１
・
３１

第
一
回
研
究
討
論
会
（
〜
２
・
１
）（
以
後
毎
年
）

２
・
１２

延
與
三
知
夫
教
授
に
電
気
化
学
協
会
武
井
賞

３
・
４

水
野
哲
孝
助
教
授
に
日
本
化
学
会
進
歩
賞

３
・
３１

和
気
亮
子
（
総
務
主
任
）
定
年

４
・
１

松
永
義
夫
（
理
学
部
）
第
三
代
セ
ン
タ
ー
長

４
・
１

高
橋
信
夫
（
北
見
工
大
助
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

技
術
部
の
設
置

４
・
２６

岩
本
正
和
教
授
の
「
窒
素
酸
化
物
の
新
し
い
除
去
法
」
に
第

二
三
回
市
村
賞
（
新
技
術
開
発
財
団
）

６
・
１

紫
藤
貴
文
助
手
（
９８
・
３
退
職
）

７
・
２７

第
三
回
国
際
研
究
集
会
「
地
球
環
境
の
た
め
の
触
媒
化
学
」

９
・
２０

第
四
回
国
際
研
究
集
会
「
エ
レ
ク
ト
ロ
キ
ャ
タ
リ
シ
ス
の
最

前
線
」（
〜
９
・
２１
）

１０
・
２２

技
術
部
研
修
を
実
施
（
以
後
毎
年
）

１１
・
５

林
民
生
教
授
の
「
高
立
体
選
択
性
不
斉
触
媒
の
デ
ザ
イ
ン
」

に
第
五
回
日
本
Ｉ
Ｂ
Ｍ
科
学
賞

一
九
九
二

３
・
３１

中
田
利
男
（
技
術
部
技
術
班
長
）
定
年

４
・
１

延
與
三
知
夫
第
四
代
セ
ン
タ
ー
長

４
・
１

見
城
忠
男
（
室
蘭
工
大
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

上
松
武
技
官
（
９５
・
１１
退
職
）

一
九
九
三

３
・
３１

石
塚
和
彦
助
教
授
停
年

３
・
３１

門
脇
通
（
技
術
班
長
）
定
年

４
・
１

光
藤
武
明
（
京
都
大
工
助
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

小
澤
文
幸
助
教
授
に
９３
年
度
触
媒
学
会
「
奨
励
賞
」

一
九
九
四

３
・
３１

村
木
あ
さ
子
（
図
書
司
書
）
定
年

４
・
１

東
市
郎
（
免
疫
研
）
第
五
代
セ
ン
タ
ー
長

４
・
１

延
與
三
知
夫
教
授
函
館
高
専
に
転
出

４
・
１

多
田
旭
男
（
北
見
工
大
教
授
）、
高
橋
保
（
分
子
研
助
教
授
）

客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

山
中
俊
朗
助
手
（
表
面
分
子
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
部
門
）
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４
・
１

阿
部
孝
之
助
手
（
錯
体
触
媒
部
門
、
９５
・
４
助
教
授
、
９８
・

１２
東
北
大
工
に
転
出
）

４
・
１３

岩
本
正
和
教
授
、
水
野
哲
孝
助
教
授
に
ク
ロ
ン
プ
ト
ン
ラ
ン

チ
ェ
ス
タ
ー
メ
ダ
ル
（
英
国
機
械
学
会
）

５
・
１

大
谷
比
呂
子
助
教
授
（
触
媒
設
計
部
門
）（
９５
・
１２
退
職
）

８
・
１８

創
立
五
周
年
記
念
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
触
媒
科
学
の
最
近

の
進
歩
」（
〜
８
・
１９
）

１２
・
１

大
澤
雅
俊
教
授
（
界
面
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
部
門
）

一
九
九
五

３
・
２８

岩
本
正
和
教
授
に
日
本
化
学
会
学
術
賞

３
・
３１

清
野
和
夫
（
先
任
技
術
専
門
職
員
）
定
年

４
・
１

酒
井
彰
（
室
蘭
工
大
助
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

１０
・
１

高
橋
保
教
授
（
精
密
有
機
触
媒
部
門
）

１０
・
３

第
六
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
触
媒
表
面
科
学
の
最
前
線
」

開
催
（
〜
１０
・
４
）

一
九
九
六

４
・
１

菖
蒲
明
己
（
室
蘭
工
大
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

安
宅
憲
一
助
手
（
界
面
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
部
門
）（
００
・
６
辞

職
）

４
・
１

田
中
康
裕
助
手
（
錯
体
触
媒
部
門
）

４
・
１

西
脇
志
朗
助
手
（
錯
体
触
媒
部
門
）（
９７
・
３
辞
職
）

４
・
１

原
隆
一
郎
助
手
（
精
密
有
機
触
媒
部
門
）

４
・
１

荒
木
宏
孝
技
官
（
９９
・
７
弘
前
大
に
転
出
）

６
・
１

コ
ト
ラ
・
マ
ー
テ
ィ
ン
助
教
授
（
精
密
有
機
触
媒
部
門
）

（
００
・
６
退
職
帰
国
）

７
・
２４

第
七
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
次
世
代
化
学
創
製
の
た
め
の

触
媒
化
学
」
開
催
（
〜
７
・
２５
）

７
・
２６

外
部
点
検
評
価
委
員
会
「
部
門
研
究
活
動
評
価
」

８
・
１６

中
村
浩
次
助
手
（
表
面
構
造
物
性
部
門
）（
９９
・
３
退
職
）

一
九
九
七

４
・
１

岩
本
正
和
第
七
代
セ
ン
タ
ー
長
（
００
・
３
ま
で
）

４
・
１

鳥
養
映
子
（
山
梨
大
助
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
１

福
岡
淳
助
教
授
（
触
媒
設
計
部
門
）

４
・
１

席
振
峰
助
手
（
精
密
有
機
触
媒
部
門
）（
９８
・
３
退
職
帰
国
）

１１
・
６

第
八
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
明
日
を
開
く
均
一
系
触
媒
化
学
」

（
〜
１１
・
７
）

一
九
九
八

４
・
１

干
鯛
眞
信
（
東
大
工
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

４
・
９

触
媒
化
学
研
究
セ
ン
タ
ー
改
組
（
一
〇
年
時
限
）、
三
大
部
門

九
研
究
分
野
と
な
る

７
・
１６

劉
素
文
助
手
（
表
面
反
応
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
分
野
）（
９９
・
３
辞

職
帰
国
）

７
・
２７

第
九
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
不
均
一
系
お
よ
び
均
一
系
触

媒
化
学
の
近
未
来
」（
〜
７
・
２８
）

９
・
１

大
谷
文
章
教
授
（
触
媒
反
応
化
学
分
野
）

１０
・
１６

辻
康
之
教
授
（
分
子
集
合
体
化
学
分
野
）

１０
・
１６

蒋
紅
助
手
（
表
面
活
性
構
造
物
性
分
野
）（
９９
・
３
辞
職
）

一
九
九
九

４
・
１

朝
倉
清
高
教
授
（
表
面
活
性
構
造
物
性
分
野
）

４
・
１

池
田
茂
助
手
（
触
媒
反
応
化
学
分
野
）

４
・
１

塚
田
捷
（
東
大
理
教
授
）、
内
田
裕
之
（
山
梨
大
工
助
教
授
）

客
員
部
門
に
併
任
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７
・
１

大
洞
康
嗣
助
手
（
分
子
集
合
体
化
学
分
野
）

１１
・
１

鈴
木
秀
士
助
手
（
表
面
活
性
構
造
物
性
分
野
）

１２
・
４

第
一
〇
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
分
子
レ
ベ
ル
の
構
造
制
御

と
触
媒
機
能
」（
〜
１２
・
７
）

二
〇
〇
〇

４
・
１

魚
崎
浩
平
（
理
学
研
究
科
）
第
八
代
セ
ン
タ
ー
長

４
・
１

堂
免
一
成
（
東
工
大
資
源
研
教
授
）、
村
越
敬
（
大
阪
大
基
礎

工
助
教
授
）
客
員
部
門
に
併
任

８
・
２

第
一
一
回
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
Ｘ
線
吸
収
微
細
構
造
分
光

法
の
最
前
線
と
そ
の
触
媒
界
面
化
学
へ
の
応
用
」（
〜
８
・
３
）

１０
・
１

鳥
本
司
助
教
授
（
触
媒
反
応
化
学
分
野
）

二
〇
〇
一

１
・
１

叶
深
助
教
授
（
界
面
分
子
化
学
分
野
）
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